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交換機の系列�

交換機ソフトウェア�

関連ソフトウェア�

交換処理方式�

ファイル化と言語�

●基本技術�
状態遷移図に基づく交換プログラム（応答、復旧論理）�

タスクインタプリンタ方式�

トランクメモリ方式�

超多重オンライン・リアルタイム制御（F.H.L.Bレベル）�

ドラムセレクタのゾーン分割による高速リード/ライト�

障害処理技術（ローテーション障害装置識別方式）�

●基本技術　その2
CES、国際自即、自局内発着分離接続方式�

システムと局データ、加入者データの分離�

信頼 /保守設計（TP.DP.モニタ）�

開発技術および環境高度化�

1965 1975 1980 1985 1990 1995 2000

新ノード�ディジタル交換機（SPC）�
交換機単体サービス�

アナログ交換機（SPC）�
黎明期�

アナログ交換機（WL）�
積帯解消期�

OP- I

OP- II

1965.2　�
通信ソフトウェア開発検討開始�

1967.11　�
DEX-1による研究所内運転�

D101A （DEX-200）�

1969.12　�
DEX-2による牛込局にて商用運転�

1971.12　�
DEX-21による�
セントレックス用として商用運転�

D102A （DEX-211）�

●D10によるファイル化環境�
●交換用アセンブラ言語（DESAP）�

●ファイル更新技術�
●No.5個別線 /No.6共通線信号方式�
● IPL技術の高度化�

●マザーファイルとSGNIによるファイル化�
●アセンブラレベルのパッチ作成（PAT,PRS）�

●問題処理票、連絡票管理�

●プログラム構造技術　機能ブロック（FB化）�
●明細課金情報技術�
●No.7信号方式技術�
●メモリ量削減技術�
●呼個別初期設定（1.C.l）技術�
●呼救済ファイル更新技術（レスキュー）�
�

●DIPSによるファイル化環境�
●モジュール単位のファイル化�
●交換用高水準言語（DEX-CHILL）�

●機能 /負荷分散型マルチプロセッサ制御技術�
●セルフチェック技術�
●P間通信技術�
●汎用GS個別部構成�
●部品化、再利用技術�
●機能別開発�
●呼情報�

●WSによるファイル化�
WSにコンパイラ、リンカーなど移植�

毎日の部分 /差分LMの全国供給�

●プログラム構造化�
●サブシステム構成�
●品質向上施策�
●工程別要員専担化�
●ダウンサイジング（UNIX/LAN/NW）�

●モジュール化�
●ソフトウェア改善施策�
●全国地域分散開発環境�
●ソース生成技術（Sコードデザイナー）�
●プロダクト管理�

●ソフトウェア部品の再利用�
●技能向上（メモリ・レジスタ・ダイナミックレンジ）�
●遠隔無人自動試験�
●情報の共有化�
●交換機シミュレータ�

● ISO-9001認証取得�
●オブジェクト指向開発技術�

●C／C＋＋言語�
●オブジェクト指向開発技術�

●OS /APLのプログラム構造�
●マルチベンダ�
●ATM技術�

D100A（DEX-213 v1～ v5）�

1974　�
大局用LS、TS、TLSとして本格的商用サービス�

TS-XXシリーズの開発�

新手動台システム、FAX、クレジット、TP網間接続�

D200A～D300A

中小局、トレーラ交換局D20、D30の開発�

CMS（自動内航船舶電話方式）�
AMS（自動車電話方式）�

移動体交換方式の開発�

D501

データ回線交換DDX-CS（D50）�

D100B系�

サービス追加の容易性の追求、�
生産性向上�

D100B-LD1

明細課金情報技術�

D100B-LE/LF1
SIFS、SULTS技術の確立�

データパケット交換�
DDX-PS（D50）�

D511
D100B化大容量、経済化�

D100B-TA1

No.7共通線信号方式用�
SEP/STP開発�

専用STPの開発（H-STP）�

D100B-TZ1 D100B-STP

D600A系�
ディジタル高度ネットワークサービスの提供　ネットワークのオープン化、�
NNI化、TXM機能　高品質、信頼性、生産性向上、工期短縮化の追求（D60）� 通信の高度化、経済化、大容量化�

中継系、GS

通信の高度化、経済化、大容量化�
加入者系�

高度 INサービスの拡充�

D600A-IG1 D600A-UG1

汎用のNCC関門交換機開発�

ファクシミリ、電話ーパケット網間サービス、�
ビデオテックスなどの通信処理用関門交換機（TGS）�
�

D600A-TG1

D600A-HIM 高速系交換モジュール�

ディジタル高度ネットワーク�
サービスの提供ネットワークの�
オープン化、全国10工場�
分散開発、高品質、信頼性、�
生産性向上、工期短縮化の�
追求（D70）�

D700A系�

LXM-100/30

NS8000S MHN-S SBM /ASM

NS8000A MHN-SCP

MRS

D700A-ISM

D700A-ISMA

ISDNサービスの開発  PHSサービスの開発�

D700A-NSP

D700A-NSSP

D700A-CITCE/CIADP

新通話料金システム対応の呼情報データの収集、�
送出技術（アダプタ部 /振り分け部）�

DMS-10

VSE/MACF I-VSE

EINS-330

海外交換機の導入�

音声サービス�

ディジタルPBX
IPC-30

SS-71

DMS-100

NS8000S MHN-S（GC／ IC）�

フリーダイヤル、テレゴング、ダイヤルQ2などの高度NWサービスの実現�

CES用交換機�

ATM交換（H8）セルリレー�

フレームリレー�

ATM-LAN（H5）�

AHM

FHM

ICS

D512～7
データパケット交換�
PS.PGS.PHM.TPS.HPS（D51）�

●機能 /負荷分散型マルチプロセッサ制御技術�
●セルフチェック技術�

1970

MTP、SCCP、OMAPなどのプロトコルサポート（V-STP）� 信号量の増大に伴う大容量化�

ディジタル化　他キャリアとの相互接続�D600A-DTA1

中継NCC関門交換機開発（IGS）�

高度ネットワークサービス�

SMS

NS8000A  MHN-P

MHN-STP

NS8000A  MHN-F

BA3000

交換機制御ソフトウェアの変遷�

1950年代に早くも着手された電子交換機の研究は、

1967年にDEX-1として結実した。交換機ソフトウェア

のルーツは、このときに開発されたOP-1である。�

その後、電子交換機用ソフトウェアはD100Aシリーズ

として発展し、D100Bで1つの完成をみた。電子交

換機で熟成された交換機ソフトウェアの技術は、ディ

ジタル交換機、そして新ノードへと引き継がれ発展を続

けている。開発環境も、時代とともに進化し整え

られ、生産効率が著しく向上した。�

言語環境を例にとれば、初期は機械語レベルで

開発が行われていたが、高級言語そして汎用

言語が導入され、操作性（記述性）が向上してき

た。また、分散環境の開発の仕組みなど、生産体制

面での整備も実施されてきた。�

�

Transition of switching system control software

NS8000A  MHN-A /AII


